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要　旨
　本研究は，実習免除者に焦点を当て，社会福祉士養成課程における相談援助演習の学
びを明らかにすることを目的としている．そこで，A大学の通信教育課程で実習免除
となった学生に対し，インタビュー調査を行った．
　その結果，実習免除者は，実習免除で学ぶことの不安と実務経験があることの強みと
いう，相反する思いが背景としてあった．学びの方法として，実務経験やテキスト，他
の学生から学び，自分の実践をふりかえっていた．これらの学びを通して，視点が変化
し，学んだことを実践で活かすなど，実習免除者は自身の実践現場と演習教育の場を行
き来しつつ，学んだことを実践現場にいかしていた．つまり，実践現場と演習教育の両
者を意識して連動させながら，学びを深めていた．
　実習免除者向けの演習教育のあり方として，実践の根拠となる意味づけや言語化につ
なげるための演習教育の必要性が示唆された．実習免除者の演習科目を担当する教員に
は，実務経験に耐えうる演習教育が求められる．
キーワード：相談援助実務経験（実習免除），演習教育，交互作用，通信教育課程
　　　　　　社会福祉士
　Ⅰ．はじめに
　社会福祉士の養成課程において，2009年度から新カリキュラムが導入された．そのなかで，
演習時間の増加や演習内容の明確化が図られた．これらは社会福祉従事者の養成ではなく，「社
会福祉（あるいはソーシャルワーク）実践の教育・訓練を受けた者」を現場に送り出す（米本
2008）ことを意味している．演習は専門職を養成する過程で大きな位置を占め，「理論，方法，
技術，価値の諸体系と実践体系との交互連鎖現象を実証する作業である」と定義（福山 2009）
演習教育における相談援助実務経験者の学び
　　 実践と演習教育の交互作用に着目して 　　
小松尾　京　子　
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されている．価値や理論などと，その対極にある実践を交互に関連づけながら学ぶことをめざし
ており，演習科目は実習の前後に配置されている．新カリキュラムでは，実習と演習を関連づけ
て学ぶことをより強く意識しているといえる．実践力の修得を意図して見直された社会福祉士養
成制度であり，これから演習教育の重要性はますます増してくるであろう．
　このような状況のなかで，新カリキュラムにおいて相談援助実務経験による相談援助実習（以
下，実習）の履修免除制度1）が，大学教育にも適用されるようになった．これは社会福祉士養成
施設同様，大学教育においても相談援助実習を免除された者（以下，実習免除者）が認められる
ようになったことを意味している．ただし，実習免除者であっても相談援助演習科目は実習履修
者同様に履修する必要がある．
　演習教育に関しては，演習そのものはその場面で体験や行動を伴う楽しさや刺激があるもの
の，それを理論と結びつけたり，実践で考えたり，援助方法に応用したりするという連動性に問
題があるという指摘（中村 2010）がある．また，ソーシャルワーカー養成と演習教育の課題と
して，①他の科目との関連性，②演習と実習の有機的な連携，③教員のばらつきが指摘（石川
2010）されている．このほかにも社会福祉士養成に関する先行研究（北本 2010，田村 2008，山
口 2008，藤林 2008，小山 2011）はいくつかあるが，これらは実習を履修することを前提とした
研究であり，実習免除者向けの演習教育のあり方については十分明確にされていない．
　実習免除者は実務経験があるゆえに，実習履修者とは異なる問題意識や期待をもって演習教育
に臨んでいると考えられる．実習免除者に対する意識調査（齊藤 2013）では，現に実践場面で
求められているスキル向上への志向があることが指摘されている．大学教育においても実習免除
が認められるようになり，実習免除という特性に配慮した教育効果の高い演習教育のあり方を検
討することは今後ますます重要となる．
　Ⅱ．研究目的
　この研究の目的は，実習免除者に焦点を当てて，社会福祉士養成課程における相談援助演習の
学びの実態を明らかにすることである．そのうえで，実践と演習教育の交互作用に着目し，実習
免除者向けの演習教育の課題を探る．
　Ⅲ．研究方法
　１．調査
　調査の対象者は，2010年度もしくは 2011年度に A大学の通信教育課程に在籍していた実習
免除の学生である．A大学では 3年次と 4年次の２か年にわたり，演習教育2）を実施している．
演習教育の流れは，図 1のとおりである ．
　2010年度に演習を履修中の 15名，履修修了の 5名，2011年度に履修中の 3名，履修修了の 5
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名，合計 28名にインタビュー調査を行った．調査期間は 2011年 3月から 2012年 3月である．
インタビューは半構造化面接で，グループインタビューを合計 6回実施した．グループインタ
ビューを採用した理由は，対象者が学生であることを鑑み，参加者の相互作用を通して，より広
範な潜在的・顕在的なデータが得られることをねらいとしている．
　
　２．分析方法
　データ分析は，質的データ分析法（佐藤 2008）を参考にした．分析対象は以下の 2点である．
①演習教育を学ぶ上で，実務経験がどのように影響しているか．②スクーリングやテキスト学習
を通して，具体的にどのように学んでいるか．この 2つに関する発話を分析対象とした．
　インタビューデータは，全て逐語録にしたうえで，以下のとおり分析した．①逐語化されたイ
ンタビューデータを丁寧に読みこむ．②データのコーディング作業．③コーディング表をもとに
比較検討しながら類似したものをグループ化する．④カテゴリとしての名称をつけてカテゴリ表
を作成，の順に行った．この作業については，繰り返し行った．そのうえで，データ分析の結果
は，通学課程および通信教育課程で実習・演習教育を経験している 3名の研究協力者に継続的に
確認することで，分析結果の妥当性を確保している．
　3．倫理的配慮
　学生に対して，本調査は成績判定に全く影響しないことと研究目的・方法等を説明し，文書で
同意を得た．さらに分析の際は，対象者のプライバシーに十分に配慮し，データは個人が特定で
きないように細心の注意を払った．
　Ⅳ．結果と考察
　分析の結果， 【実習免除者の背景】，【学びの方法】，【実務経験と演習教育の連動】の 3つのカ
テゴリを抽出した．以下，それぞれのカテゴリについて，結果と考察を述べる．【　】はカテゴ
リを示し，〈　〉はコードを，「　」は発話の一部を示している．表 1にカテゴリ表を示す．
3年次 4年次
9月　　　　　　　11月
相談援助演習Ⅰ
11月　　　　　　　　3月
相談援助演習Ⅱ
4月　　　　　　　　　3月
相談援助演習Ⅲ
テキスト 20講（120時間） テキスト 24講（144時間） テキスト 24講（144時間）
スクーリング 5講 スクーリング 9講 スクーリング 9講
（実習前 5講，実習後 4講）
図１　A大学の相談援助演習のカリキュラム
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カテゴリ コード データの一部
実習免除者の
背景
実習免除で
学ぶことへ
の不安
・現場の経験はだいぶ昔なので，本当にこれで実習免除でいいのかと思う．
・実務から離れていると，今現場の人は仕事をどのように考えているのか，
そんな話を聞くのが刺激になる．・現場で仕事をしながらじゃないとなかな
か資格は取れない．
実務経験が
あることの
強み
・実務をやっているからこそ気づけることがある．それが自分の業務のふり
かえりになる．・実務でやっているからこそ感じられる部分がある．・経験で
積み上げてきているものとちゃんとそれなりの理論体系があって，それが両
方混ざってくると自分にとってもスキルが上がる．
社会人ゆえ
の条件
・スクーリングで土日がつぶれるのが辛い．・日程をばらしてほしい．・ス
クーリングの機会を増やしてほしい．・事例検討の答えを教えてほしい．・演
習ではいろんな人と知り合うことで刺激になって帰る．そこを大事にしても
らいたい．・実習免除者向けの特別クラスがあるといい．
学びの方法 実務経験を
通した学び
・自分が業務でやってきたことが「良かったんだ」と再認識できる場になっ
た．・事例に基づいてロールプレイだと非常に説得力があった．・事例検討の
その過程が学びになる．・事例検討は担当者会議をやっている感じで違いが
ない．
テキストか
らの学び
・テキストはパーっと読むだけの感じ．・いろいろなことをやっていると全
部が関連してきて，テキストをやっていると（現場で）やったことは間違い
ではないとホッとしている．・テキストの図式通りにはいかない現実が苦し
みになる．・相談援助として自分がやっていることがテキストに書いてあっ
て，「こういう根拠があってやっていたんだ」と思った時に喜びを感じる．・
テキスト事例を見て，現場ではもっと細かいところを見て判断することも多
いので，事例の情報だけでは何とも言えない部分がある．
実務経験を
持つ学生同
士での学び
・同じような立場の人の意見が聞きたい．・違う職種の方の話を聴けるのは
貴重な場だし，とてもよかった．・職種が一緒でないからこそのグループ
ワークのよさを学校では体験できる．・いろんな職種の人がいて，いろんな
角度から意見が出て，勉強になった．・立場や仕事によって意見も考え方も
違うので，そこが刺激になり，勉強になる．・グループワークを通して自分
でも気づいていった．・仕事ではライバル視する部分もあるが，スクーリン
グでは他の人の意見が素直に入ってくる．・実習免除者が集まっているから
こそできることもある．・実習免除者共通の悩みがあったので，プログラム
としては良かった．・ジレンマを抱えているのは，自分だけではないとわ
かった．
自分の実践
をふりかえ
る
・演習をやるなかで自分の苦手な部分に気づく．・実践をしていると，基本
の勉強会はあるようでない，演習で学べてよかった．・スクーリングで基本
を勉強しみんなの意見を聞き，自分の足りない部分，すり合わせのおもしろ
さを感じた．・自己覚知が大事と演習で気づいた．・自分の癖がわかった．・
「待つ」ことができるようになった．・利用者の話の聴き方が変わった．聴く
ことの大切さを知った．
表 1　カテゴリ表
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　１．【実習免除者の背景】
　【実習免除者の背景】とは，実習免除者がどのような背景をもちながら，演習科目に臨んでい
るかを示すものである．〈実習免除で学ぶことの不安〉，〈実務経験があることの強み〉，〈社会人
ゆえの条件〉の 3つのコードから生成された．
　〈実習免除で学ぶことの不安〉とは，実習免除者として学ぶことに対する不安を示したもので
ある．実務経験の対象となる職種は多岐にわたっており，実務経験の時期も問われていない．ま
た，学生として学んでいる今現在，すべての実習免除者が実務についているわけではない．これ
らのことから，自身の実務経験がソーシャルワークといえるのか，実習免除に値するものかどう
かという不安が背景にあることが示唆された．実務経験は，スペシフィックな経験といえる．一
方，演習教育のなかで示されるのは，ジェネラリスト・ソーシャルワークの視点が多い．この両
者を関連づけて意味づけをする作業が不十分な場合，自分の実践の根拠を見い出せず，この不安
が増すと考えられる．
　その反面，実務をやっているからこそ気づけることやできることがあり，実務経験があること
カテゴリ コード データの一部
実務経験と演
習教育の連動
視点の変化 ・「待つ」ことは今までマイナスだと思っていたが，プラスに考えられるよ
うに変化した．・受容が大事，行為は良しとしないのだけれど，その気持ち
は受け止めようと思えるようになった．・人の変化にばかり意識がいってい
て，その人が地域で暮らすことを考えていなかった．・利用者のことをみる
だけでなく家族の背景などを知る必要性を知った．
学んだこと
を実践現場
で活かす
・スクーリングで習ったことを持ち帰って今の仕事に活かすことができてい
ると思う．・ここで学んだことを現場に持ち帰って，今まで以上にいい支援
ができるようになりたい．・普段の送迎時でも意識して言葉を使うように
なった．・利用者がうまく言えないことをきちんと聴ける対応につながって
いる．・演習で学んだことが新人教育に使えた．・矛盾の中で折り合いをみつ
けることを大切にしている．
実践の基盤
を求める
・現場で悩みながらやっていることが理論づけられるといい．このケースの
時は，こうしたらいいという後押しがほしい．・知識と現場のすり合わせを
どうしているか知りたい．・背中を押すような「大丈夫だよ」という理論的
な裏付けが得られたら嬉しい．
実務経験に
耐えうる教
育方法
・参加している学生のストレングスを活かしてほしい．・グループワークの
意図や目的が見えてこなかった．・クラスごとに差があり過ぎるのはいかが
なものか．・足並みをそろえてほしい．・専門性を磨く福祉のプロを，と思う
ならみんなが議論して力をつけていくスクーリングがあってもいい．・ロー
ルプレイに対してひとつひとつコメントがほしい．・教員の差が大きい．・社
会福祉士としてやっていく上での心構えや倫理を背景にもってくるべきだと
思う．・ロールプレイはあいまいなまま終わるのではなく，一つ一つコメン
トをもらって「正しい」のかどうか知りたかった．・社会福祉士を目指すも
のと演習の意味合いがあっていなかった．
表 1　カテゴリ表（つづき）
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を〈実務経験があることの強み〉として積極的にとらえている学生もいた．経験と理論の「両方
が混ざってくるとスキルが上がる」と積極的にとらえていた．
　〈社会人ゆえの条件〉とは，実習免除者が社会人学生であることによる条件を示すものである．
通信教育課程に在籍している多くは，社会人学生として仕事や家庭を抱えながら，学業について
いる．「スクーリングで土日がつぶれるのがつらい」といった，仕事や家庭を持ちながら学んで
いる社会人ゆえの意見があった．そのほか，実務経験という強みを生かして，仕事をするうえで
土台になるものを学びたいといった演習教育内容に関する要望もあった．これらは自身の実務経
験を生かし，積極的に活用したいという実習免除者ゆえの意見といえる．
　実習免除者の背景は，実務経験年数，時期ともにさまざまである．そのため，それぞれの背景
が影響し，実習免除であることの不安と強みという，相反する思いが表現されることになったと
考えられる．これらの実習免除者の背景を理解したうえでの演習教育のあり方が課題といえる．
実習免除者個々人のスペシフィックな場における実務経験を大切にしつつ，ジェネラリスト・
ソーシャルワークの視点で検証する，つまり，スペシフィックな実務経験を演習教育の場でソー
シャルワークの共通基盤としてジェネラリスト・ソーシャルワークとしてとらえ，普遍化できる
かが今後の課題といえる．
　２．【学びの方法】
　【学びの方法】は〈実務経験を通した学び〉，〈テキストからの学び〉，〈実務経験を持つ学生同
士での学び〉，〈自分の実践をふりかえる〉の 4つのコードから生成された．　
　〈実務経験を通した学び〉は，演習教育を学ぶ際に実務経験と関連づけて学んでいることを示
している．ソーシャルワーク演習は，ソーシャルワーク理論および概念（技術・方法）とソー
シャルワーク実践，この二極を交互に関連づけ，理論化と実践化をとおして社会福祉学の発展に
寄与するものであると福山（2009）は述べている．「自分が業務でやってきたことがよかったん
だと再認識できる場」になるなど，実習免除者は，演習教育での学びと実務経験を関連づけて，
学んでいることが明らかになった．特に事例検討については，学生自身が現場で抱えている問題
や課題の解決，解決につながるヒントを見出していた．
　一方で，スクーリングで行う事例検討と，実践現場で行う事例検討会の違いがないという指摘
もあった．これは，実践現場で事例検討を経験しているゆえに，事例分析に対して理論的な裏付
けを求めるなど，実践現場とは異なる学びを深めたいという実習免除者ならではの思いや期待が
あったと考えられる．
　〈テキストからの学び〉とは，テキスト学習からどのように学んでいるかを示すものである．
実習免除者は，テキストに書かれているような実践ができていた場合「喜びを感じ」ていた．そ
の一方で，実務経験のある領域事例については，現実との違いの指摘や批判的な意見もあった．
テキスト学習に対する意見はさまざまであったが，テキスト事例と実践現場を比較して学ぶ姿
は，実践を経験している実習免除者に特有のものといえる．
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　〈実務経験を持つ学生同士での学び〉は，実務経験を持つ学生がどのように学んでいるかを示
したものである．
　通信教育課程におけるスクーリングの場は，普段自分一人で学習をしている学生が教員や他の
学生と実際に出会い学べる数少ない場である．そのため「免除者共通の悩み」を共有するなど，
免除者ゆえの共通の学びがあった．実践現場では互いに「ライバル視する部分」もあるが，ス
クーリングの場では，社会福祉士を目指す同じ仲間としての意識があった．また，「職種が一緒
でないからこそのグループワークのよさを学校では体験できる」といった意見がみられた．
　グループワークの目的は，まとまりのあるグループや楽しいグループをつくることではなく，
グループを媒介として，個々のメンバーをいかに援助するかに焦点を当てるもの（岩間 2012）
である．グループワークでグループダイナミックスを活用し，議論を深めるためには，経験年
数，経歴，職種等にある程度幅があったほうがよいと言われている（岩間 2005）．
　実習免除になる実践領域は多岐にわたっている．経験年数や職種等が異なる学生が同じ立場で
学ぶことで，自分と異なる実践現場にいる学生から刺激を受け，多くの気づきにつながってい
た．実習免除者自身がグループメンバーの一員として，まさにグループダイナミックスを体験し
ながらの学びの場となっていた．
　〈自分の実践をふりかえる〉は，演習教育を通して，自分の実践をふりかえることにつながっ
たことを示すものである．
　実習免除者は，演習教育の場でロールプレイ等を経験することにより，「自分の癖」や「苦手
な部分」や，「自己覚知が大事」なことであることに気づいていった．自分の実践をふりかえる
ことで，自身の実践現場において，「利用者の話の聴き方」や「“待つ”ことができるようにな
る」など，具体的な援助技術の変化があらわれるようになった．
　このように実践現場を離れ，大学という学びの場に身を置くことで，実践から距離を置き，ふ
りかえるゆとりにつながった．物理的な距離が心理的な距離を生み出したといえる．その距離が
自身の実践のふりかえりのきっかけとなり，自身の実践のこだわりや傾向に気づき自己覚知を促
したと考えられる． 
　３．【実務経験と演習教育の連動】
　実習免除者が，どのように演習教育と実践を関連づけて学んでいるかを示したものが，【実務
経験と演習教育の連動】である．〈視点の変化〉，〈学んだことを実践現場で活かす〉，〈実践の基
盤を求める〉，〈実務経験に耐えうる教育方法〉のコードから生成された．
　〈視点の変化〉は，学生自身にどのような視点の変化があったのかその内容を示している．演
習教育を受けることで，「行為は良しとしないのだけれど，気持ちは受け止めようと思える」よ
うになるなど，問題の捉え方や利用者，家族を見る視点が変化していた．
　〈学んだことを実践現場で活かす〉は，演習教育の場で学んだことを実際に実践現場で活かし
ていることを示すものである．実習免除者は，問題の捉え方や視点の変化により，具体的に実践
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内容が変化していた．利用者への声かけや問いかけの内容が変化し，相手の言葉が出るまで「待
つ」ことを実践するなどの変化があらわれた．また，「演習で学んだことを新人教育に活用する」
など，学んだことを積極的に実践現場で活かしている状況があった．
　〈実践の基盤を求める〉は，実習免除者が実践場面での根拠や理論的裏づけを求めていること
を示すものである．実習免除者は「理論的な裏づけ」や「知識と現場のすり合わせ」，正しい答
えや今の実践に対する「後押し」につながるものを求めている状況もみられた．また，模範解答
がほしい，ロールプレイの正しい見本を見せてほしいといった意見があった．これは，安易に正
解を求める姿勢というよりは，自分の実践の根拠となるものや安心感を求めたくなるような，実
習免除者が置かれている厳しい現実が影響していると考えられる．これもまた，実習免除者の置
かれている現実の一面である．
　〈実務経験に耐えうる教育方法〉は，実務経験年数や職種など，さまざまな背景をもつ実習免
除者の実務経験に対して，対応できるだけの教育方法のあり方を示すものである．実務経験があ
るという「学生のストレングスを活かしてほしい」，ロールプレイやグループワークに対して
「コメントしてほしい」など教員の力量や授業内容に関する要望があった．また，グループ編成
によって話をする人に偏りがでる，クラスごとに演習内容が違うのでもう少し足並みをそろえて
ほしいなど，授業運営に関する要望もあった．
　実習免除者は，演習教育を受ける前から実践の場に身を置いている．そのため，実践をベース
に演習教育を受け，演習教育を終えると再び実践の場に戻るという流れになる3）．その後，次の
演習教育が始まると，演習教育の場に身を置き，再度実践の場へ帰っていく．このように実習免
除者は，実践と演習を繰り返し循環しながら学ぶことが可能になる．実習履修者の学びでは，演
習と実践の連動性に問題があるという中村（2010）の指摘があったが，実習免除者の場合は，実
践と演習を意識的に連動させながら学んでいることが示唆された．
　また，実習免除者にとって演習教育は，単位修得のために必要なものという目的だけでなく，
日頃の実践に役立てたいという積極的な意味合いを含んでいた．それゆえ，教員に求めるものも
知識を教えてもらうだけでなく，実践とのつながりを意識した授業内容や授業展開を求めている
と考えられる．
　演習科目担当教員がソーシャルワーク演習教育を展開するうえでの苦手意識のひとつに，「専
門職としての教員」のアイデンティティが指摘されている（福山 2013）．資格制度と教育・研究
の観点からは，社会福祉士養成カリキュラムが社会的要請にこたえられているか，研究と実践の
乖離と大学教員の姿勢についての問題提起（志村 2011）がなされている．実習免除者の置かれ
ている状況を理解しつつ，実務経験と演習教育を融合させる教育方法をいかに教員側が確立でき
るかによって，学生の学びや満足度も変化するだろう．今回の調査結果にあった演習教育に対す
る意見は，教員に対する期待の現れと考えられる．
　実践現場では，経験知や暗黙知を活用しながら実践を行っている現状がある．実践を後押しす
る材料として，経験知や暗黙知を価値・知識・技術と関連づけ，言語化の作業を進めることが，
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実習免除者向けの演習教育では求められている．これらの作業を通して，実践としてすでに知っ
ていることを，あらためて「わかり」「なっとくする」こと（佐伯 1995）につながる．
　演習教育の場で，実習免除者が援助行為の意味づけ・言語化を進めることは，自らの実践をふ
りかえり，一貫性・再現性のある技術を学ぶことになる．そのためにも，実務経験と演習教育を
どのように関連づけ，学びを深める教育方法を実施するかが問われている．両者を関連づけて学
ぶことは，ソーシャルワークの共通基盤を改めて問い正すことにもつながり，そのことは専門職
としての成長を促すことにつながるであろう． 
　
　Ⅴ．まとめ
　この研究は，通信教育課程における実習免除者の学びの実態を明らかにし，実習免除者向けの
演習教育の課題を探ることを目的としていた．分析の結果，実習免除者の演習教育の学び方は，
単に実習と実務経験を置き換えるものではないことが示唆された．実習免除者は自身の実践現場
と演習教育の場を行き来しつつ，両者を意識的に連動させながら学んでいることが明らかになっ
た．良くも悪くも自身の実務経験の影響を受けながら，演習教育に臨んでいる実態があった．つ
まり，実践と演習教育の交互作用を通して学びを深めていると考えられる．このような実習免除
者の現状に対し，援助を方向づける価値をベースに，実践の根拠につながる意味づけと言語化を
したうえでの知識・技術を伝えるための教育方法が必要となる．
　新カリキュラムでは，演習教育を担当する教員に対して，一定の実務経験が求められることが
指摘されている．今回の調査結果から，実習免除者向けの教育を担う教員には，実習免除者の背
景を意識しながら，実践と理論をつなげることのできる教育方法を展開することの必要性が示唆
された．実践と演習教育の交互作用に着目して演習教育を行うことが求められ，演習教育のあり
方やその質が厳しく問われているといえる．
　本調査は，「相談援助実務経験を持ち相談援助実習の履修を免除された学生」という限られた
条件をもつ学生を対象に行ったものであるが，その学びの実態は実習免除者の傾向を表している
と考えられる．
　こうした点を踏まえ，今後の研究課題として以下の 2点を挙げておく．1点目は，学生の多様
性である．相談援助実務経験が認められる施設の種別は年々増加している．実習免除内容の多様
性に加え，実務経験の長さ，時期についても学生によって大きく異なる．学生の多様性，スペシ
フィックな実践内容に配慮し，柔軟かつ十分な対応ができる教育のあり方が今後の課題となる．
　2点目は，教育方法の検討である．ソーシャルワークは経験知や暗黙知など，意味づけと言語
化をしにくい技術も多くある．意味づけと言語化の具体的方法を検討することが教育プログラム
の検討につながる．特にスペシフィックな実践現場での学びをジェネラリスト・ソーシャルワー
クを意識した学びへ転換するためにも，言語化を進めるための教育方法の検討が必要である．具
体的な教育プログラムの検討については，今後の課題としたい．
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　付記
　本稿は，2010～ 2012年度科学研究費補助金「社会人学生を対象とした社会福祉士養成教育に
関する研究」基盤研究（C）による研究成果の一部である．
注
１）「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則」（昭和 62年 12月 15日厚生省令第 49号）第 2条及び「指定
施設における業務の範囲等及び介護福祉士試験の受験資格の認定に係る介護等の業務の範囲等につい
て」（昭和 63年 2月 12日付社庶第 29号）で定められた施設において，福祉に関する相談援助業務経験
1年以上の者が対象となる． 
２）A大学では，印刷教材による自宅学習と面接授業であるスクーリングで学ぶ．自宅学習では，市販の
テキストのほかに，テキスト学習を進めるための学習指導書を作成し，演習事例への取り組み方を示し
ている． 
３）A大学では，演習のスクーリングを 4回（3年次に 2回，4年次に 2回）に分けて実施している．そ
のため，実習免除者は，演習後にその学びを現場に持ち帰り，その結果を演習教育の場に反映させると
いう循環による学びが期待できる．
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